
日 本 共 産 党 あ き る 野 市 委 員 会 発 行 住民の利益をまもり、
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あきる野市政実現をめざして !
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参
院
東
京
選
挙
区

予
定
候
補

慾

一

穆誂餓悧区日
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

宣
伝
が
す
で
に

二
〇
〇
ヵ
所
に

南
支
部
で
は
、
昨
年
の
総

選
挙
以
後
、
た
ば
た
あ
ず
み

市
議
を
先
頭
に
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
宣
伝
で
地
域
を
二
巡
し
、

二
〇
〇
ヵ
所
の
宣
伝
に
な
り

ま
し
た
。

参
議
院
選
挙
勝
利
の
た
め

に
は
、
支
部
と
し
て
、
宣
伝

の
強
化
を
考
え
、
週
二
回
の

宣
伝
に
取
り
組
む
こ
と
を
計

画
し
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

山
根
議
員
と
共
に

毎
週
駅
頭
宣
伝
に

野
菜
の
差
し
入
れ
も

東
地
区
後
援
会
と
山
根
議

員
は
、
東
秋
留
駅
頭
宣
伝
を

毎
週
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま

す
。
通
勤
者
が

「い
つ
も
ご

く
ろ
う
さ
ま
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
り
、
と
き
に
は
野

菜
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
励

ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
曜
日
に
地
域
を

限
定
し
て
対
話
を

五
日
市
支
部
で
は
、
山
田

の
五
十
軒
ぐ
ら
い
の
地
域
に

Ｊ
Ｒ
の
時
刻
表
と
赤
旗
宣
伝

は
が
き
を
前
日
に
入
れ
て
、

日
曜
日
（十
八
日
）
に
「赤
旗
」

の
購
読
の
お
す
す
め
と
対
話

を
広
げ
よ
う
と
た
ば
た
議
員

も
参
加
し
、
ま
た
、
ハ
ン
ド
マ

イ
ク
宣
伝
を
し
な
が
ら
い
っ

せ
い
に
行
動
し
ま
し
た
。

留
守
も
多
か
っ
た
が
、
〓
一

分
の
一
位
の
お
宅
で
対
話
が

で
き
、
「民
主
党
は
駄
日
、
共

産
党
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
話
に
な
り
後
援
会
ニ

ュ
ー
ス
読
者
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「大
雨
の
度
に
支
流
が

溢
れ
る
Ｌ
山
田
大
橋
の
震
動

が
大
変
」
な
ど
の
困
り
事
も

知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

行
動
の
後
「時
刻
表
が
好

評
だ
っ
た
Ｌ
大
変
良
か
っ
た

か
ら
次
は
小
中
野
の
方
で
も
」

と
話
し
合
い
ま
し
た
。

みなさん一緒に

参加しましょう

きまぐれむすめ8歳。

たばた あずみ

少し前はお手伝いが

大流行でしたが、このごろは一筋縄ではいか

なくなつてきました。

帰宅して、夕食準備、家の片付け、お風呂

の準備…どこの家もおおいそがしの夕方。「自

分の服だけでいいから、洗濯物をたたんでち

ょうだい」に、ごねること10分。わけのわか

らない理屈を並べ、すつたもんだの末、ぶり

ぷりしながらとりかかります。

一日分、一人分の洗濯物ですから、5分も

あればあっけなく完了です。

「あれっ、これだけ ?な一

んだ、もんく言つてないで

やればよかったねえ」。

…その気持ち、どうかど

うかおわすれなく。

(10.4.25)

連絡先は8550‐6674

由
で
公
開
を
阻
ん
で
い
ま
す
。
士ロ

井
議
員
の
指
摘
に
政
府
は
「古
代

史
解
明
の
た
め
に
要
請
に
応
え
る
」

と
回
答
し
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

Ю
胴
年
十

一
月
十
日
、桜
井
市
の

機
向
遺
跡
で
大
型
建
物
群
が
発
掘

さ
れ
脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。
陵
墓

で
あ
る
箸
墓
は
纏
向
遺
跡
の
南
端

に
位
置
し
て
い
ま
す
が
、
フ）
」に
は

原
始
社
会
か
ら
初
期
国
家
形
成
ヘ

進
み
、階
級
社
会
へ
突
入
し
て
い
っ

た
事
実
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。禁

忌
と
さ
れ
て
き
た
「陵
墓
」
の
発
掘

が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。
　

　

（木
崎
）

各
支
部
・

街
頭
へ
、市
民
と
対
話
活
発
に
。

こいっしょに考えてみませんか

志位和夫
委111セ カ

`お
はなししま■

5月 14日 (金)
午後 6時 30分開場

東京体育館



満開サクラの下、ケーナー演奏など賑やかに
せ み |ニ コ 仲 団 ク 今 な 入  き な め の
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2010年 4月 25日

国民救援会秋流支部が花見(4月 4日 )

#itti'7谷 i誉 :景 :讐

‐
5ti

国
民
救
援
会
秋
川
流

域
支
部
の
花
見
の
会
が
、

草
花
公
園
の
平
井
川
河

畔
で
開
か
れ
ま
し
た
。

花
曇
り
で
少
し
寒
い

ぐ
ら
い
で
し
た
が
、満
開

判
決
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、

も
っ
と
運
動
を
広
げ
よ

う
と
い
う
、決
意
の
み
な

ぎ

る
花
見
と
な
り
ま

し
た
。一

‥
Ｌ

Ｉ

ど

を

こ 含い

54

絵手紙/瀬川和子さん。牛沼在住

ま
ず
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

「坂

の
上
の
雲
」
の
紹
介

ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ

続
い
て
梅
田
欽
治
先

生
は

「日
本
は
日
露

戦
争
と
並
行
し
て
韓

国
併
合
を
強
制
し
て

き
た
。
こ
れ
に
反
対

す
る
韓
国
人
民
の
抵

抗
闘
争
を
武
力
で
弾

圧
。
日
露
戦
争
の
勝

利
に
よ
り
、
日
本
国

民
の
な
か
に
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し

た
が
、
併
合
に
反
対

す
る
者
も
い
た
。
大

逆
事
件
な
ど
で
恐
怖

政
治
を
つ
く
り
出
し

た
。
日
本
の
敗
戦
に

よ
リ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

で
朝
鮮
は
日
本
の
植

民
地
か
ら
解
放
さ
れ

た
が
、
日
本
が
自
ら

行
っ
た
の
で
は
な
い

こ
と
に
重
い
問
題
が

あ
る
」
と
話
し
た
。

つ
ぎ
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の

『坂
の
上
の
雲
』

に
関
し
て
司
馬
遼
太

郎
自
身
が
映
像
化
を

許
さ
な
か
っ
た
こ
と

を
あ
げ
、

「歴
史
書

と
異
な
り
小
説
は
作

者
の
フ
ィ
ク
ンヽ
ョ
ン

が
入
る
。
視
聴
者
は

こ
の
こ
と
を
念
頭
に

み
る
ア〓
」が
必
業
札

作
者
は
日
露
戦
争

を
祖
国
防
衛
戦
争
と

規
定
し
て
い
る
こ
と

が
問
題
点
で
は
あ
る

が
、
最
終
章
が

『雨

の
坂
』
と
な
っ
て
い

る
こ
と
は
、
作
者
の

意
図
が
お
の
ず
か
ら

変
化
し
た
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

第81回・三多摩¨ 頭公園西D
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5月 16日 (日 )1〔鷲静‐ 棘 ・

ハ
ト
ボ
ッ
ボ
ガ
キ
の
選
り
か
ア
メ
リ
カ
ヘ
　
蕎
麦
湯

基

地

移

転

政

府

の

家

は

今

日

寺

蕎
麦
湯

選
挙
葬
敵
蓄
わ
れ
て
恥
ざ
ぬ
民
主
党

松
籟
坊

国

民

は

頁

０

喘

ガ

０

悟

じ

旅

松
籟
坊

「軍
道
」
の
標
記
は
当
て
字

で
特
別
な
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
明
治
二
十
二
年
に
標
記
さ

れ
た
と
云
い
ま
す
の
で
比
較
的

新
し
い
小
字
名
で
す
。

乙
津
村
に
つ
い
て

「新
編
武

蔵
風
土
記
稿
」
で
は
、
次
の

様
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（木

崎
詳
略
）

「乙
津
村
は
郡
の
西

北
に
あ
り
、
立
田
庄
秋
留
郷
に

属
す
。
江
戸
日
本
橋
か
ら
行
程

六
十
キ
ロ
、
古
く
は
戸
倉
村
に
属
し
て
い
た
が
、
寛
文
九
年

（
一

六
六
九
）
に
分
か
れ
て
一
村
と
な
っ
た
。
村
の
四
境
の
東
南
は

戸
倉
村
に
隣
接
、
西
は
檜
原
村
、
北
は
養
沢
村
に
及
ぶ
。
東
西

四
キ
ロ
。
南
北
六
キ
ロ
程
あ
る
。
南
北
は
山
や
丘
が
多
く
総
て

陸
田
で
あ
る
。
土
性
は
野
土
・
真
土
・
砂
土
等
さ
ま
ざ
ま
で
五

穀
の
生
産
に
は
適
し
て
い
な
い
。
民
家
の
一
九
〇
軒
は
秋
川
の

両
岸
に
沿
っ
て
散
在
し
て
い
る
。
土
地
の
産
物
と
し
て
大
畑
紙

と
云
う
紙
を
漉
い
て
生
活
の
助
け
と
し
て
い
る
。
村
内
西
の
方

に
檜
原
道
と
云
う
往
来
が
あ
り
、
道
幅
は
約
二
米
で
秋
川
に
沿

っ
た
道
で
あ
る
。
村
の
中
央
に
養
沢
村
の
飛
地
が
あ
り
、
民
家

も
十
二
軒
あ
る
。
こ
の
飛
地
の
た
め
に
村
の
大
き
さ
が
云
い
難

い
。
検
地
は
寛
文
七
年

（
一
六
六
七
）
に
行
っ
て
い
る
。
も
と

よ
り
御
料
所

（皇
室
所
有
の
土
地
）
で
あ
っ
た
が
宝
暦
二
年

（
一

七
五
二
）
に
米
津
越
前
守
に
譲
り
渡
し
た
。
…
…

（後
略
）
」

（こ
の
項
終
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
花
・
木
崎
秀
治

鰺
濶
難
論
呻
理
轍

菜
の
花
の
海
に
戯
れ
幼
き
児

ぬく
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（る
り
子
）

抱
き
上
ぐ
る
温
き
日
な
た
の
に
お
い
の
児
　
　
在
り
し
日
の
父
を
辿
り
し
多
喜
二
の
忌

（照
代
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（か
ほ
る
）

う
ぐ
ひ
す
や
小
筆
に
な
ぞ
る
い
ろ
は
歌
　
　
亡
き
母
の
背
に
ゆ
ら
れ
見
し
鵬
月

く
　
　
　
　
（っ
ゃ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（富
）

新
間
を

一
人
繰
る
音
春
の
雨
　
　
　
　
春
浅
し
父
母
の
墓
訪
ふ
旅
支
度

（勝
代
）
　

な
い
　
　
　
　
　
　
　
　
（淑
子
）

新
し
き
ビ
ニ
ー
ル
覆
ひ
葱
畑
　
　
　
　
　
地
震
あ
と
の
地
割
れ
の
里
や
つ
く
づ
く
し

（静
子
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（秀
治
）


